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平成19年４月20日発行
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☆ 担い手育成・品目横断的経営安定対策推進メールマガジン（第６９号） ☆＊
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┃【１】４月１日から農林水産本省及び地方農政局の品目横断的経営安定対策の担┃

┃ 当組織が変わりました ┃

┃【２】各都道府県の担い手育成予算のコーナー ┃

┃ ┃

┃【３】地域の話題等 ┃

┃ ☆滋賀県における品目横断的経営安定対策の推進に向けた取組 ┃

┃ （近畿農政局発）┃

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛

【１】４月１日から農林水産本省及び地方農政局の品目横断的経営安定対策の担当組

織が変わりました

農林水産本省では、４月１日付けで、品目横断的経営安定対策を実施する「経

営安定対策室」を経営局経営政策課に設置しました。従来は 「経営安定対策準、

備室」で親しまれてきましたが、引き続き宜しくお願いします。

経営安定対策室看板懸架式の様子は、こちらから

http://www.maff.go.jp/pgallery/01_daijin/htm/070403.htm

また、各地方農政局でも「担い手育成課」が新たに設置されましたのでお知ら

せします。

各地方農政局等の連絡先はこちらから

http://www.maff.go.jp/ninaite/keiei_antei_point.pdf

（59ページをご参照ください ）。

━☆━━━━━━★━━━━━━━☆━━━━━━━━★━━━━━━━━☆━

【２】各都道府県の担い手育成予算のコーナー

今号から、各都道府県における平成19年度の担い手育成関連の独自予算事業につ

いて、主なものをピックアップして紹介していきます！
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昨年末紹介した国による支援事業と併せて、これらも積極的に活用して担い手育

成・確保の全国運動を盛り上げていきましょう！！

＜関東農政局管内（その１）＞

[茨城県]

○ 「担い手農地利用集積促進事業 （2,660万円 （継続）」 ）

新たに担い手に利用権設定等による農地の利用集積が図られた場合に、その面積

に応じた集積促進費を交付します。

○ 「集落営農組織化促進事業 （3,360万円 （拡充）」 ）

将来の地域農業の担い手として集落営農を組織化しようとする地域に対して、集

落内の関係者の合意形成に向けた取組や集落営農組織が必要とする機械・施設の整

備等を支援するとともに、これまでに設立された集落営農組織の経営改善に向けた

取組に対して支援します。

○ 「買ってもらえる麦・大豆づくり産地育成事業 （180万円 （継続）」 ）

担い手が品目横断的経営安定対策に対応するため、産地改革に意欲をもって取り

組もうとしている地域に対して、麦・大豆産地体制の整備や、品質向上のための活

動を支援します。

○ 「農業改革推進資金利子助成金 （2,585万円 （拡充）」 ）

農協系統が融資する「認定農業者育成特別資金」及び「集落営農組織育成特別資

」 、 。金 へ利子助成を行い 認定農業者及び集落営農組織の負担金利を無利子化します

○ 「いばらき営農塾開設事業 （1,380万円 （拡充）」 ）

県立農業大学校で、農業経営の高度化を目指す認定農業者等を対象に、経営管理

やマーケティング等の研修を実施します。

[栃木県]

○ 「経営安定対策支援事業 （250万円 （新規）」 ）

品目横断的経営安定対策を推進するため、県担い手育成総合支援協議会の体制を

強化し担い手の確保・育成を図ります。

○ 「とちぎの集落営農確立支援事業 （700万円 （新規）」 ）

（１）水田農業担い手育成推進事業費（600万円 （新規））

品目横断的経営安定対策の対象となる集落営農の組織化・法人化を図るた

め、先進的な集落営農組織の育成及び既に組織化された集落営農組織の法人化

を支援します。

（２）広域型農業法人育成モデル事業費（100万円 （新規））

小規模農家や高齢農家が多い地域において、広域型の農業生産法人をモデル

的に育成するとともに、その経営安定を図るための取組を支援します。
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○ 「認定農業者育成支援事業 （640万円 （新規、一部継続）」 ）

高度な農業経営の実践を目指す認定農業者を対象に、経営管理技術等の向上を図

るための普及指導員による支援活動を実施します。

（１）農業経営レベルアップ推進事業（440万円 （新規、一部継続））

認定農業者が、企業的な農業経営実践のため、体系的な講座を実施します。

（２）第１０回全国農業担い手サミット負担金（200万円 （新規））

[群馬県]

○ 「群馬県麦作等経営安定緊急支援事業 （4,900万円 （継続）」 ）

（１）大規模生産体制支援（4,000万円）

品目横断的経営安定対策の加入対象となることが見込まれる一定の集落営農

組織が行う、米・麦・大豆の栽培管理に必要な農業機械の導入・整備を支援し

ます。

（２）経営安定対策促進奨励金交付(900万円）

担い手への農地の集積を加速的に進めるため、品目横断的経営安定対策の対

象者となる農業者等に対して、農地の利用権設定等を行った者に奨励金を交付

します。

○ 「ぐんま型集落営農法人育成支援事業 （250万円 （新規）」 ）

法人化を目指す集落営農組織が実施する研修会等に係る経費を補助します。

○ 「稲・麦・野菜複合型経営モデル事業支援事業」(1億円)（新規）

集落営農組織等が野菜部門を導入する場合、パイプハウス、全自動移植機等生産

施設及び農業機械の導入経費を補助します。

[埼玉県]

○ 「農業経営体育成支援事業 （2,511万円 （継続）」 ）

地域農業の担い手である認定農業者等の経営の発展に向けた取組を支援するとと

もに、創造的な取組を行うアグリベンチャー経営を支援することにより、埼玉の農

業を支える企業的農業経営体の育成を図ります。

（１）認定農業者経営改善支援事業（1,470万円）

認定農業者等に対する技術・経営水準に応じた支援や講演会の開催などを

通して、企業的農業経営体の育成等を支援します。

（２）認定農業者等育成支援事業（680万円）

地域における育成すべき担い手を明確化し、認定農業者等を育成するとと

もに農業経営の法人化、経営指導等を実施します。

（３）アグリベンチャー支援事業（361万円）

農業分野において革新的なアイデアや優れた技術力により、先駆的な高収

益農業を実現するアグリベンチャーの展開を支援します。
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○ 「集落営農育成緊急支援事業 （1億2,200万円 （継続）」 ）

集落における集落水田農業ビジョンの策定、農業用機械の共同利用等、米を含め

た集落営農の組織化・法人化に向けた取組を支援します。

各地域で、担い手育成・確保の現状を的確にとらえ、新しい予算事業もできてい

。 、 、 、るようです 当該県の皆様におかれましては ご紹介した予算事業を活用し また

他の方々におかれましては、ご参考にしていただき、今後の担い手育成・確保の運

動に活かしていただきたいと思います。

※ 各事業の詳しい内容については、各都道府県農政担当部局または各都道府県担

い手育成総合支援協議会にお問い合わせください。

━☆━━━━━━★━━━━━━━☆━━━━━━━━★━━━━━━━━☆━

【３】地域の話題等

☆滋賀県における品目横断的経営安定対策の推進に向けた取組

（近畿農政局発）

４月２日から米・大豆等を作付ける方の加入申請の受付が始まりました。平日は

７月２日まで常時受け付けています。滋賀農政事務所では、ＪＡをはじめとする関

、 、係機関のご協力のもと 各地域での農業者・集落営農組織等の代表者の方々に対し

対策の内容周知と申請手続の説明会・相談会を実施しています。

加入申請は、滋賀農政事務所農政推進課（大津市 ・地域第一課（東近江市 ・） ）

地域第二課（米原市）で行うことができます。

、 、 、また ５月の第４週・６月の第４週には 一人でも多くの方がこの対策に加入し

効率的かつ安定的な経営体となるよう取り組んで頂きたいという考えから、事務所

独自の取組として、ＪＡをはじめとする関係機関にご協力を頂き、事務所職員が県

内各地域に出向いて出張受付を実施する予定で調整しておりますので、是非ご活用

下さい。

出張受付の日程・場所などについては、以下の滋賀農政事務所のホームページに

掲載していく予定としております。

また、加入申請用紙については、事務所をはじめ、お近くのＪＡ・市町関係機関

等で入手できます。

受付のご案内

http://www.shiga.info.maff.go.jp/ninaite/uketuke.htm

お問い合わせ先：滋賀農政事務所農政推進課 TEL(077)522-4273
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地域第一課 TEL(0748)23-3841

地域第二課 TEL(0749)52-5890

━☆━━━━━━★━━━━━━━☆━━━━━━━━★━━━━━━━━☆━

＜編集後記＞

前々号でタケノコの話題を取り上げましが、今号でも、旬の話題を少々・・・。

いちごが旬を迎えているようです。最近では、小さいものから大きいものまで各

種のいちごが出回り、いちごを得意としている産地も多いようです。各生産関係者

の取組によって、年間を通して消費者に供給されるようになっており、いちごの旬

が春であると忘れる程でした。

今晩あたりは、ゆっくり旬の味を味わってみてはいかがですか？！

本メルマガでは、皆様に活用されるメルマガを目指し、担い手育成活動の優良事

例等を紹介していきます。皆様の地域での事例、ご意見、メルマガの感想等を下記

アドレスまでお寄せください。

▲ 電子出版：担い手育成・品目横断的経営安定対策推進メールマガジン

△ 発行日 ：随時発行（週１回程度）

△ 発行元 ：農林水産省 経営局 経営政策課

▲ お問い合わせ先の電子メールアドレス： keiei_seisaku@nm.maff.go.jp

☆このメルマガの配信申込み、バックナンバーはこちらから。

http://www.maff.go.jp/ninaite/mailmagazine.html→

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

━◆ 農林水産省担い手ホームページもご覧ください！ ◇━━━━━━━━━

～品目横断的経営安定対策を含む担い手への支援策、認定農業者数等、担い

手情報満載！！～

http://www.maff.go.jp/ninaite/→

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━


